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改善活動による医療機器安全管理の取組み
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中小規模病院の特徴


1.  病院長の声が職員に届きやすい 

2.  他職種との連携が得やすい 

3.  一般職員を巻き込んで活動を進めるのは
容易である 
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ＱＣサークル活動が負担であるという
不満の声もあるが、病院として継続す
る方針を崩さない


当院（中小規模病院）での取り組み
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医療安全に関する中央の情報
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医療安全全国共同行動に参加


 「やりたい」という天の声　（病院長） 
 立ち上がれ！ 

NDPメンバー　　と　　医療安全管理室 
 問題は、院内での活動の進め方！


まずは　　＜院内キックオフ大会＞
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次は、8つの行動目標の中から 
　　　　どの行動目標に 
　　　　どういうメンバーで 
　　　　　　　　　　　　取り組むか
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医療機器の安全な操作と管理に決定


ポイントは 
　活動の負担が少ない　　
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ＱＣサークル活動


プロジェクトチーム 
病院長 

医師　看護師　技術職　事務職


輸液ポンプ班
 人工呼吸器班


支援


ＭＥ室
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薬剤師 臨床工学技士 

事務職員 

集計作業
 作り物 

ＱＣ手法
 

医師 

看護師 
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医療安全全国共同行動ホームページより
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医療安全全国共同行動ホームページより
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医療安全全国共同行動ホームページより


輸液ポンプの場合
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Ⅰ．＜機械サイド＞への対策 

ME室（臨床工学技士）
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 病棟使用機種の限定 

 医療機器の点検計画とその実施 

 医療機器の中央管理体制の構築
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Ⅱ．＜人間サイド＞への対策 

　　　　　　ＱＣサークル活動
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（プロジェクトチームが支援）
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事務部門の改善活動からスタートして今年で 
１１年目を迎えた。 

現在では、院内全部署及び院内委託業者 
を巻き込んだ活動に発展している。 

２０１０年５月現在の登録サークルは 
２０サークルとなっている。
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QCサークル活動とは何か 
（日本科学技術連盟発行の「QCサークル綱領」の中から）


 QCサークルとは、第一線の職場で働く人々が、継続
的に製品・サービス・仕事などの品質の管理・改善を
行う小グループである 

 この小グループは運営を自主的に行い、QCの考え
方・手法などを活用し創造性を発揮し自己啓発・相互
啓発をはかり活動を進める 

 この活動は、メンバーの能力向上・自己実現、明るく
活力に満ちた職場づくり、お客様満足の向上及び社
会への貢献を目指す
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ＱＣ手法の手順　　　 
　(問題解決型） 

①テーマの 
　　選定


②現状把握と 
　　目標設定


③活動計画


④要因分析

⑤対策立案 
　　　　　実施


⑥効果の確認


⑦標準化と 
　管理の定着


⑧反省と今後 
　　の課題
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ＱＣサークル活動で行った対策実施 
（輸液ポンプサークル）


何を
 誰が
 いつ
 どこで
 どのように


1 
注射処方箋記載 

マニュアルの一部

メンバー


6/23
～


各病棟
 貼り出す


2 ポンプ勉強会
 ＭＥ

年２
回


講堂


　第1回：新入職員対
象　基礎編開催 

　第2回：全職員対象　　
応用編開催


3 
ポンプ簡易操作 

マニュアル


メンバー 

ＭＥ


７月
～


病棟

指導者に説明し 

各ポンプに設置


4 技術チェックリスト
 メンバー
 ７月
 病棟

指導者への説明
と活用推進
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ポンプの簡易操作マニュアル 
（警報の種類とその対処法の一覧）
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ポンプの簡易操作マニュアル 
（警報の種類とその対処法の一覧）
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輸液ポンプ（シリンジ）の 
操作者のチェックリスト


Iwakuni Med Centr.�31 



輸液ポンプ（シリンジ）の 
操作者のチェックリスト
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標準化と管理の定着（輸液ポンプ班）

なぜ
 何を
 誰が
 いつ
 どうする


標
準
化


注射指示
のエラー


防止


注射処方箋記載


　　マニュアル

薬剤部
 年1回


改訂する


新入職の医師に対し
オリエンテーションを
する


教
育


医療機器
（ポンプ）


使用者の
水準維持


勉強会


ポンプの使用
 ＭＥ
 年2回


4月下旬


6月上旬


新人看護師を対象に
開催する
ひやり事例


看護教育担当


（安全管理室)


技術チェック


指導者育成の継続

現在の指導者
 4月


師長が任命した次の
指導者に、技術チェッ
ク方法を指導する


管
理


技術チェックリスト

技術チェック


指導者　　　


年2回


７月中


1月中


所属スタッフの技術を
確認する


看護師長管理のポンプ使

用の認定シール

技術チェック


指導者


技術チェッ
ク終了後


合格者に配布し、


名札に貼ってもらう
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い　つ
 誰　が
 何　を
 どうする


勉強会の開催
 定期的に

医療安全管理室と
２階病棟担当者が


人工呼吸器の 
勉強会を


実施する


手順表示を 
示すシールを貼る 

ＭＥ室にて 
保守点検時


臨床工学技士

手順表示を示す
シールを


剥がれてない
かチェックする


簡易 
マニュアル


10月中旬
 人工呼吸器 
チーム


初期設定も含め
た手順表示


人工呼吸器に
取り付ける


定期的
 臨床工学技士
 破損の有無
 確認する


定期的にテストを
する


3ヶ月に1回
 2F看護師
 準備ができるか
 チェックする


ＱＣサークル活動で行った対策実施 
（人工呼吸器サークル）
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対策実施
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人工呼吸器の勉強会
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簡易マニュアル
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厵 厵 双 常 備
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人工呼吸準備の 
チェック


対策実施
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当病院の現在の初期設定です 
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一般的な人工呼吸器の初期設定を表示
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使用者の認定制度
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使用者の認定制度
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活動前
 活動後


看護部 
全体 

ＱＣ 
メンバー 

Iwakuni Med Centr.�44 



Iwakuni Med Centr.�

今後は、年1回　会合を開き、標準化が

定着しているかを監視していく


新入職の医師に対し、注射指示記載のオリエンテーションが
実施されているか


医療機器の勉強会が、計画通り実施されているか


医療機器の指導者の育成が継続されているか


技術チェックが年2回実施され、認定制度が機能しているか
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次の活動へのステップアップ


残りの行動目標への取組みの重要性を知り、 

継続した活動をするために、今回の共同行動 

参加を機に、病院長直轄の医療安全管理室が、 

今後も、組織横断的なメンバーで改善活動を 

推進していく
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新たな活動を少しずつ・継続的に
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　行動目標２　周術期肺塞栓症の予防 
　　　深部静脈血栓症の予防についてガイドラインにそった取組 

　行動目標６　急変時の迅速対応 
　　　ＢＬＳ受講したメンバーが患者の急変時にしっかり対応できる
ような自主的な活動開始 

　行動目標７　事例要因分析から改善へ 
　　安全管理委員会の、今年度の具体的な活動の一つ 

　行動目標８　患者・市民の医療参加 
　　インシデント報告をきっかけに、患者誤認の対策から、昨年より
患者に名乗っていただく活動推進中
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お わ り に


中小規模病院は、マンパワーが不足がち
で、新しい活動は、業務負担となることを
おそれ、改善活動に消極的になりがちで
す。 
今後も、目標を一つずつあげ、医療安全
全国共同行動の支援ツールに助けられ
導かれながら、自分たちの得意な改善手
法を使って安全対策を地道に、続けたい。
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